
※ 「兵庫県ＣＧ
　ハザード
　マップ」

※ 「ひょうご防災ネット」スマホアプリ

避難訓練後、県職員からのお話しを聞く子供たち

園庭に集合！！

警察官の誘導のもと避難開始

令和三年度
兵庫県津波一斉避難訓練実施!!

令
和
三
年
一
一
月
五
日
「
津
波

防
災
の
日
・
世
界
津
波
の
日
」
に

「
兵
庫
県
津
波
一
斉
避
難
訓
練
」

が
県
内
（
一
五
市
三
町
）
の
津
波

浸
水
想
定
区
域
で
一
斉
に
実
施
さ

れ
、
県
内
三
一
三
の
施
設
に
お
い

て
、
県
民
一
〇
万
人
超
が
訓
練
へ

参
加
し
ま
し
た
。

神
戸
市
内
の
大
慈
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
子
供
た
ち

約
二
〇
〇
名
と
職
員
約
四
〇
名
が

訓
練
へ
参
加
し
、
警
察
官
や
消
防

職
団
員
の
誘
導
の
も
と
、
近
く
の

神
戸
市
立
摩
耶
兵
庫
高
校
へ
避
難

し
ま
し
た
。

県
内
で
実
施
さ
れ
た
訓
練
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

一　

概
要

〇
　
令
和
三
年
一
一
月
五
日

（

金）

午
前
一
〇
時
か
ら
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
及
び
日
本

海
沿
岸
地
域
地
震
を
想
定
し

た
「
津
波
一
斉
避
難
訓
練
」

を
実
施
。

〇 

訓
練
対
象
地
域
内
で
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て

い
る
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の

方
に
対
し
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

で
あ
っ
て
も
警
報
音
が
鳴
り
、

避
難
を
呼
び
か
け
る
メ
ー
ル

を
送
信
。

〇 

避
難
先
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
避

難
先
、
避
難
経
路
の
検
討
や

確
認
を
行
う
な
ど
、
災
害
時

の
避
難
行
動
等
を
改
め
て
確

認
す
る
。

二
　
実
施
対
象
地
域

㈠
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震（

最
大

ク
ラ
ス
を
対
象）

ア
　
対
象
地
域（

一
四
市
一

町）神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
宮

市
、
芦
屋
市
、
明
石
市
、

加
古
川
市
、
高
砂
市
、
播

磨
町
、
姫
路
市
、
相
生
市
、

た
つ
の
市
、
赤
穂
市
、
洲

本
市
、
淡
路
市
、
南
あ
わ

じ
市

㈡
　
日
本
海
沿
岸
地
域
地
震

(

郷
村
断
層
帯
・
鳥
取
沖
断

層
帯
を
対
象)

ア
　
対
象
地
域（

一
市
二
町）

豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温

泉
町

㈢
　
訓
練
内
容

㈠
　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

㈡
　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
一
斉

配
信
訓
練

㈢
　
津
波
避
難
・
安
否
確
認

訓
練

㈣
　
防
潮
門
扉
閉
鎖
訓
練

㈤
　
ス
ピ
ー
カ
ー
搭
載
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
避
難

訓
練

三　

訓
練
に
あ
た
り

㈠
　
訓
練
前
に
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
速
や
か
に
避
難
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
、
「
ひ
ょ

う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
」
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
か
ら
「
マ
イ
避
難

カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て
み
る
。

㈡
　
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の

浸
水
範
囲
や
深
さ
を
「
兵
庫

県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
確
認
し
て
み
る
。

※
　

浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
エ
リ

ア
に
施
設
が
あ
る
場
合
は
、
何

ら
か
の
訓
練
を
行
う
こ
と
。
浸

水
想
定
区
域
外
で
あ
っ
て
も
、

想
定
外
の
津
波
へ
の
対
応
や
、

他
施
設
の
救
助
・
応
援
な
ど
も

検
討
い
た
だ
く
機
会
と
す
る
。
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第八六期初任教育
査閲及び卒業式を実施

第八六期初任教育スローガン

学校長からの訓示を受ける教育生たち

消防機器取り扱い訓練

救助訓練

火災防ぎょ訓練

救出救助訓練

消防学校長訓示一斉放水

分列行進

卒業式の様子

第八六期初任教育のスローガン
「万里一空『必ず助けます』それを裏付ける
努力を誰よりも」を胸に、「消防人」として
新たな一歩を踏み出す！

（公財）兵庫県消防協会

九
月
二
五
日
（
土
）
、
兵
庫
県
消
防
学

校
に
て
第
八
六
期
初
任
教
育
査
閲
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

消
防
学
校
関
係
者
と
各
消
防
本
部
関
係
者

の
み
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
三
一

名
の
教
育
生
達
は
、
半
年
間
厳
し
い
訓
練

を
積
み
重
ね
、
そ
の
逞
し
く
成
長
し
た
姿

を
、
余
す
と
こ
ろ
無
く
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
教
育
生
達
は
、
九
月
二
八
日

（
火
）
に
卒
業
式
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
属
で
現
場
の
最
前
線
に
就
き
、
「
消
防

人
」
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

第
八
六
期
初
任
教
育
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
「
万
里
一
空
」
、
こ
れ
は
「
目
的
、

目
標
、
や
る
べ
き
こ
と
を
見
失
わ
ず
に
励

む
、
努
力
し
続
け
る
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
四
字
熟
語
で
す
。
訓
練
を
重
ね
る
ご
と

に
人
を
助
け
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、
消
防
士
の
使
命
を
強
く
感

じ
た
第
八
六
期
初
任
教
育
生
た
ち
。
こ
れ

か
ら
は
訓
練
で
は
な
く
任
務
と
し
て
の
行

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
消
防
士
と
し
て

命
を
大
切
に
、
そ
し
て
「
万
里
一
空
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、
日
々
自
己
研

鑽
に
励
ん
で
い
た
だ
き
、
兵
庫
の
「
安

全
」
と
「
安
心
」
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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第
四
〇
回

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
挙
行

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会

（公財）兵庫県消防協会

令
和
三
年
九
月
二
八
日
（
火
）
、

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港

区
東
新
橋
）
に
お
い
て
、
第
四
〇

回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
適
用
区

域
拡
大
や
、
適
用
期
間
の
延
長
な

ど
、
厳
し
い
状
況
に
鑑
み
、
規
模

を
大
幅
に
縮
小
し
全
国
か
ら
の
参

列
は
控
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の

中
で
の
挙
行
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
の
追
悼
の
お
こ
と
ば
を

代
理
の
方
々
か
ら
お
伝
え
い
た
だ

き
、
ま
た
衆
議
院
議
長
と
参
議
院

議
長
か
ら
電
報
を
い
た
だ
く
な
ど
、

厳
か
に
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

兵庫県消防協会Facebookへの投稿を
お待ちしております！！

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協

会
で
は
、
県
下
消
防
団
の
活
躍
を

広
め
る
た
め
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
ま
す

（
令
和
元
年
一
二
月
開
設
）
。

協
会
と
し
て
、
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
、
お
知
ら
せ
な
ど
投
稿
し
て
お

り
ま
す
が
、
各
消
防
団
の
活
動
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
投
稿
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
消
防
団
に
お
い
て
、
活
動
報

告
、
行
事
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
当
協
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
皆
様
に
は

是
非
、
当
協
会
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
団
員
の
皆
様
だ

け
で
な
く
、
消
防
団
の
活
躍
を
広

く
県
民
の
方
な
ど
へ
お
届
け
で
き

ま
す
よ
う
、
当
協
会
ペ
ー
ジ
や
投

稿
記
事
を
シ
ェ
ア
し
て
い
た
だ
き
、

友
達
へ
拡
散
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
!!

投
稿
内
容
例

兵
庫
県
・
消
防
協
会
主
催
の
消
防
団
関
係
行
事
、
消
防
団
Ｐ
Ｒ
、

県
下
消
防
団
の
活
動
、
消
防
団
員
向
け
各
種
制
度
の
紹
介　

等
々

FacebookページのURL
https://www.facebook.com/hyoshokyo
　　　　　　　　アクセスはこちらから　⇒

慰霊祭会場

慰霊碑
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突撃取材

〜
消
防
庁
予
防
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施

実
施
期
間

令
和
三
年
一
一
月
九
日
（
火
）

か
ら
一
一
月
一
五
日
（
月
）
ま
で

目
的こ

の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

※

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
危
機
管
理
促
進
協
会
様
よ
り
デ
ー
タ
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

令
和
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検

　
火
の
始
末
』

重
点
目
標

㈠
　
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

㈡
　
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火

災
発
生
防
止
対
策
の
推
進

㈢
　
防
火
火
災
防
止
対
策
の
推

進
㈣
　
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お

け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

㈤
　
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に

向
け
た
取
組
の
推
進

㈥
　
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催

し
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導

等
の
徹
底

住宅防火　いのちを守る一〇のポイント
～四つの習慣・六つの対策～

・寝たばこは絶対しない、させない。

・ストーブ周りに燃えやすいものを置かない。

・こんろを使うときは火のそばを離れない。

・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプ
ラグは抜く。

四
つ
の
習
慣

・火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は
安全装置の付いた機器を使用する。

・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定
期的に点検し、10年を目安に交換する。

・火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

・火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置
し、使い方を確認しておく。

・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難
方法を常に確保し、備えておく。

・防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地
域ぐるみの防火対策を行う。

六
つ
の
対
策

 

大
学
卒
業
後
、
就
職
を
機
に
地
元
の
多
可
町

へ
戻
っ
て
き
た
の
が
平
成
三
〇
年
四
月
の
こ
と

で
し
た
。

町
内
で
就
職
が
決
ま
っ
た
頃
、
村
の
消
防
団

の
部
長
か
ら
入
団
し
て
ほ
し
い
と
勧
誘
を
受
け

ま
し
た
。

入
団
す
る
前
は
、
地
元
で
就
職
し
た
と
し
て

も
消
防
団
に
は
絶
対
入
り
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
う
ま
く
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
他
の
団
員
の
中
に
も
同
じ
よ
う
な

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
中
で
、
自
分

だ
け
「
た
だ
嫌
だ
か
ら
、
面
倒
く
さ
そ
う
だ
か

ら
」
と
い
っ
た
理
由
で
入
団
し
な
い
の
は
良
く

な
い
な
と
思
い
、
入
団
し
ま
し
た
。

入
団
す
る
と
、
当
初
思
い
浮
か
べ
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
全
く
違
っ
て
い
て
、
こ
れ
な
ら
頑

張
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

入
団
し
て
か
ら
は
、
有
事
に
備
え
て
機
械
点

検
や
操
作
訓
練
な
ど
で
集
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
し
、
村
の
行
事
に
消
防
団
と
し
て
出
役
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消
防
団
と
い
う
組
織
に
所
属
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
機
会
や

新
た
な
人
と
の
繋
が
り
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

多
可
町
の
よ
う
な
小
さ
な
町
で
は
、
都
市
部

に
比
べ
て
近
所
付
き
合
い
も
多
く
、
「
み
ん
な

で
助
け
合
う
」
精
神
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
団
員
も
ま
す
ま

す
減
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
年
齢
や
性

別
を
問
わ
ず
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
町
を
守
る

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
消

防
団
で
の
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〜
み
ん
な
で
守
る
町
の
未
来
〜

多可町消防団
第６分団　牧野部

団員
玉田　良太

われら若手消防団員
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神
河
町
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
ハ
ー
ト
型
の
ま
ち

で
す
。
面
積
の
八
割
を
山
林
が
占

め
て
お
り
千
町
ケ
峰
を
筆
頭
に
、

千
ケ
峰
・
暁
晴
山
な
ど
一
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。

峰
山
・
砥
峰
高
原
は
関
西
地
方

で
も
有
数
の
高
原
地
帯
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
砥
峰
高
原
の
一
面
に

ス
ス
キ
が
広
が
る
風
景
は
九
月
下

旬
か
ら
一
一
月
上
旬
に
見
頃
を
迎

え
ま
す
。
ま
た
、
一
二
月
に
な
る

と
日
本
で
一
番
新
し
い
ス
キ
ー
場

「
峰
山
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト

ピ
ー
ク
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

神
河
町
消
防
団
は
、
平
成
一
七

年
一
一
月
七
日
に
神
崎
町
と
大
河

内
町
が
合
併
し
神
河
町
が
誕
生
し
、

現
在
、
本
団
と
七
分
団
二
八
部
で

構
成
さ
れ
、
団
員
数
五
七
七
名

（
令
和
三
年
四
月
一
日
現
在
）
、

四
月
に
新
入
団
員
を
対
象
に
消
防

団
員
と
し
て
の
心
構
え
や
礼
式
等

の
規
律
訓
練
、
基
礎
技
術
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分
団

長
以
上
の
幹
部
に
対
し
て
も
定
期

的
に
危
機
管
理
講
習
等
の
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
神

戸
地
方
気
象
台
防
災
気
象
官
を
講

師
と
し
て
招
き
「
防
災
気
象
情
報

の
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご

講
義
頂
き
、
避
難
に
関
す
る
警
戒

レ
ベ
ル
の
導
入
や
危
険
箇
所
の
具

体
例
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
各
種
訓
練
】

訓
練
関
係
で
は
、
毎
月
の
定
期

訓
練
、
各
分
団
間
で
の
連
携
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
毎
年
二
月
下

旬
に
は
消
防
署
と
合
同
で
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
令

和
元
年
八
月
一
日
か
ら
伐
木
作
業

相
生
市
は
、
播
磨
路
に
初
夏
を

告
げ
る
ペ
ー
ロ
ン
祭
で
親
し
ま
れ
、

兵
庫
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

「
い
の
ち
輝
き　

絆
で
ひ
ろ
が
る

あ
い
の
ま
ち
」
が
本
市
の
将
来
像

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
、
西
播
丘
陵
県
立
自
然

公
園
な
ど
自
然
景
観
を
活
か
し
た

観
光
施
設
と
し
て
、
「
万
葉
の

岬
」
「
羅
漢
の
里
」
な
ど
や
市
の

伝
統
行
事
で
あ
る
ペ
ー
ロ
ン
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
白
龍
城
（
ペ
ー

ロ
ン
ジ
ョ
ウ
）
」
が
あ
り
、
天
然

温
泉
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。　

相
生
市
消
防
団
は
、
現
在
、
一

五
箇
分
団
、
団
員
定
数
は
五
二
〇

名
と
な
っ
て
お
り
、
装
備
に
つ
い

て
は
、
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ
型
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
一
一
台
、
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
四
台
を
配
備
し
て
お
り
ま
す
。

【
各
種
研
修
】

消
防
団
の
研
修
と
し
て
、
毎
年

P
i
c
k
 
U
p
!

『
地
域
に
根
ざ
す
消
防
団
』

神
河
町
消
防
団

『
災
害
に
強
い
消
防
団
を
目
指
し
て
』

相
生
市
消
防
団

防災訓練　水バケツリレー

防災気象研修

等
に
お
け
る
労
働
災
害
を
防
止
す

る
た
め
に
安
全
対
策
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
講
師
を
招
い
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
基
礎
知
識
や
操
作
方

法
な
ど
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

頂
き
、
実
技
訓
練
も
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
、
多
発
化
・
激
甚
化
す

る
災
害
が
発
生
し
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
取
り
扱
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

非
常
に
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
安
全
か
つ
確

実
な
活
動
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
活
動
】

前
述
し
た
以
外
に
も
、
警
戒
活

動
と
し
て
、
春
秋
の
火
災
予
防
運

動
及
び
年
末
警
戒
時
に
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。　
　

ま
た
、
市
行
事
の
ペ
ー
ロ
ン

祭
・
羅
漢
の
里
も
み
じ
祭
り
に
は

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
警
備

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
が
続

い
て
お
り
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
防
災
訓
練
】

自
主
防
災
組
織
へ
の
訓
練
指
導

は
消
防
団
員
の
重
要
な
役
割
で
あ

り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に

関
す
る
意
識
を
高
め
、
地
域
に
お

け
る
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
連

チェーンソー取扱訓練

令和三年度実施　訓練風景

令和二年度実施　新入団幹部教育訓練令和三年度実施　初出式

機
動
力
は
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車

一
五
台
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
一
六
台
を

配
備
し
て
有
時

に
備
え
て
い
ま

す
。常

備
消
防
の

署
所
が
な
い
当

町
に
お
い
て
、

「
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の

精
神
と
「
町
民

の
生
命
・
財
産

を
守
る
」
と
い

う
使
命
感
で
、

火
災
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る

様
々
な
災
害
か

ら
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
送
水
訓
練
、
ポ
ン
プ

性
能
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
て
、
い

つ
発
生
す
る
か
分
ら
な
い
災
害
に

対
し
速
や
か
に
活
動
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
整
え
て
お
り
、
昨
年

か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
思
う
よ
う
に

活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

例
年
で
あ
れ
ば
、
春
先
に
は
、
消

防
初
出
式
や
消
防
操
法
訓
練
大
会
、

新
入
団
員
・
幹
部
教
育
訓
練
、
秋

に
は
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に

防
火
パ
レ
ー
ド
、
年
末
に
は
、
特

別
警
戒
、
こ
の
他
に
も
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
年
々
消
防
団
員
数
が

減
少
し
て
き
て
お
り
、
地
元
に
残

る
若
い
人
た
ち
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
や
、
少
子
高
齢
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対

策
と
し
て
、
組
織
改
編
や
定
年
延

長
な
ど
対
策
を
講
じ
な
が
ら
団
員

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
火
災
の
消
火
活
動
の

み
な
ら
ず
、
地
震
や
異
常
気
象
に

よ
る
風
水
害
等
、
避
難
誘
導
、
災

害
防
御
活
動
な
ど
、
消
防
団
に
求

め
ら
れ
る
任
務
は
多
種
多
様
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
有
事
に
備
え
、
本
部
役
員
を
中

心
と
し
、
日
頃
の
訓
練
を
通
じ
、

平
時
か
ら
、
有
事
出
動
を
想
定
し
、

団
員
の
安
全
第
一
と
、
安
全
確

認
・
安
全
確
保
の
大
切
さ
を
求
め

て
い
ま
す
。

神
河
町
消
防
団
は
、
住
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
地
域
防
災
力
の

強
化
の
た
め
に
、
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
根
ざ
す

消
防
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

合
自
治
会
単
位
で
行
わ
れ
る
防
災

訓
練
で
は
管
轄
地
区
の
分
団
が
積

極
的
に
参
加
し
、
煙
体
験
や
水
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
消
防
団
員
が
消

防
署
員
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
消
防
出
初
式
】

相
生
市
の
消
防
出
初
式
は
、
毎

年
一
月
の
第
二
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
車
両
行
進
や
一
斉
放

水
な
ど
を
行
い
、
住
民
の
火
災
予

防
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
し
、
火

災
予
防
思
想
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

今
年
の
消
防
出
初
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
通
常
開
催
は
困
難
な
状
況
で
あ

り
、
規
模
を
縮
小
し
、
式
典
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

【
最
後
に
】

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

先
行
き
が
不
透
明
で
す
が
、
感
染

防
止
を
徹
底
し
な
が
ら
訓
練
や
防

災
指
導
を
行
い
、
地
域
住
民
の
中

心
的
な
存
在
と
し
て
密
接
な
関
係

を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地

域
防
災
の
強
化
を
図
り
、
災
害
に

強
い
消
防
団
を
目
指
し
て
、
い
ざ

出
動
。
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がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

編
集
後
記

朝
夕
冷
え
込
む
よ
う
に

な
り
、
冬
は
も
う
目
の
前

で
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
で
は
、
第
一
面

に
一
一
月
五
日
に
実
施
さ

れ
た
、
兵
庫
県
津
波
一
斉

避
難
訓
練
の
記
事
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
面
に
は
、

九
月
末
に
消
防
学
校
を
巣

立
っ
た
初
任
教
育
生
の
、

査
閲
と
卒
業
式
の
記
事
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
半

年
間
の
訓
練
成
果
を
披
露

し
た
初
任
教
育
生
の
写
真

を
、
多
数
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
ま
た
、
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
火
災

が
非
常
に
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

掛
け
、
様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
多
彩
な
消
防
団
活
動
を
実
践

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
な
お
日
本
中
に
猛
威

を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
い
て
も
手
綱
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

に
よ
る
研
修
の
実
施
や
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た
消
防
団

活
動
基
本
方
針
の
策
定
を
行
う
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
、
魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く

り
に
日
々
、
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
住
み
た
い
ま
ち
・

　
　
西
宮
の

熱
き
消
防
団
長
」

西
宮
市
は
、
兵
庫
県
の
南
東
部
、

大
阪
市
と
神
戸
市
の
ほ
ぼ
中
間
に

「
ま
ち
を
守
り
続
け
る

使
命
の
継
承
と

新
た
な
挑
戦
」

伊
丹
市
は
、
県
の
南
東
、
猪
名

川
と
武
庫
川
に
挟
ま
れ
た
な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
。

市
の
面
積
は
二
五
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
一
九
万
八
千

余
人
を
数
え
、
阪
神
間
の
中
核
都

市
で
あ
り
ま
す
。

市
の
東
部
に
は
大
阪
国
際
空
港

が
あ
り
、
便
利
な
交
通
ア
ク
セ
ス

を
生
か
し
て
先
端
技
術
産
業
が
多

数
立
地
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供

す
る
植
木
産
業
も
盛
ん
で
、
江
戸

時
代
の
酒
蔵
業
や
俳
諧
文
学
の
栄

え
た
地
と
し
て
の
古
き
良
き
伝
統

と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
で
す
。

久
保
団
長
は
、
消
防
団
員
と
し

て
活
動
す
る
父
親
の
背
中
を
見
て

育
ち
、
同
じ
よ
う
に
「
自
ら
の
地

域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
使
命

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強

い
気
持
ち
か
ら
、
地
元
の
分
団
に

入
団
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
四
月
、
第
五
代
消
防

団
長
に
就
任
さ
れ
、
若
い
人
材
の

発
掘
、
女
性
や
学
生
と
い
っ
た
多

様
な
人
材
の
登
用
な
ど
、
次
世
代

を
担
う
人
材
の
育
成
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
域
密
着
を
心

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

伊
丹
市
消
防
団
　
　
　
　

久
保
　
善
一

位
置
し
て
お
り
、
総
面
積
一
〇

〇
・
一
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
南
北
に
長
い
市
域
は
、
北
部

の
山
地
部
と
南
部
の
平
野
部
に
分

か
れ
、
豊
か
な
自
然
と
交
通
の
利

便
性
、
数
多
く
の
教
育
・
文
化
施

設
な
ど
、
文
教
住
宅
都
市
と
し
て

優
れ
た
特
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
四
月
に
は
中
核
市

へ
と
移
行
し
、
人
口
は
四
八
万
人

を
超
え
て
お
り
、
関
西
で
は
「
住

み
た
い
ま
ち
・
西
宮
」
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
宮
市
の
消
防
団
は
、
一
本
部

三
三
分
団
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

消
防
団
長
を
務
め
て
い
る
の
は
、

和
田
平
雄
消
防
団
長
で
す
。

和
田
団
長
は
昭
和
五
〇
年
に
西

宮
市
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
一

三
年
に
分
団
長
、
平
成
二
一
年
に

副
団
長
と
な
り
、
令
和
三
年
四
月

に
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
西
宮
市
消
防
団
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
多
く
の
こ
と
が
制
限
さ

れ
た
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

災
害
は
時
と
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。

火
災
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
災

害
の
脅
威
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て

い
ま
す
し
、
い
つ
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
発
生
す
る
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
理
念

の
下
、
今
後
も
市
民
の
た
め
、
西

宮
市
消
防
団
を
熱
く
引
っ
張
っ
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
播
磨
町
消
防
団
女
性
分
団

は
、
住
民
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導

や
啓
発
、
広
報
活
動
の
充
実
と
拡
大

を
図
る
た
め
に
平
成
一
八
年
八
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
当
時
は
幼
保
低
学
年
の
母
親

中
心
の
一
〇
名
で
し
た
が
、
現
在
は

団
員
も
増
え
一
四
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
一
五
年
目
を
迎
え
、
新
し
い

団
員
の
確
保
が
な
か
な
か
出
来
ず
平

均
年
齢
の
高
齢
化
が
悩
み
の
種
の
一

つ
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
の
中
心
で
あ
る
広
報
活
動
を

自
粛
せ
ざ
る
を
得
え
な
い
状
態
で
い

ま
す
。
し
か
し
こ
の
状
況
に
甘
ん
じ

て
何
も
し
な
い
で
い
る
の
は
勿
体
な

い
と
前
向
き
に
こ
の
限
ら
れ
た
制
約

の
中
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
「
け
す
ぞ
う
新

聞
」
の
発
行
で
す
。

け
す
ぞ
う
と
は
、
私
た
ち
播
磨
町

女
性
分
団
の
啓
発
劇
に
登
場
し
て
、

大
活
躍
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
。

こ
の
新
聞
は
播
磨
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
誰
で
も
が
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
リ
ン
ク
先
（https://w

w
w
.tow
n.harim

a.lg.jp/kikikanri/
bosai/shobo/shobodan/jyosei
bundan/jyoseibundan.htm

l

）

を
載
せ
て
お
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
月
新
聞
担
当
の
団
員
が
一
人
で

紙
面
を
作
り
上
げ
で
き
上
が
っ
た
紙

面
を
団
員
全
員
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
リ
モ
ー
ト
で
行
っ
て
い

ま
す
。

町
・
県
の
イ
ベ
ン
ト
や
自
治
会
な

ど
で
披
露
し
て
大
人
気
を
博
し
て
い

た
啓
発
劇
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は

全
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況

で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
何
か
を

考
え
ま
し
た
。
防
災
の
情
報
は
年
月

を
過
ぎ
る
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
の
で
こ
の
機
会
に
改
め
る
箇
所

を
チ
ェ
ッ
ク
し
最
新
の
情
報
を
広
報

で
き
る
よ
う
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
啓
発
劇
に
か
わ
る
新
し
い

形
態
で
の
演
目
の
準
備
を
す
る
な
ど

啓
発
劇
の
活
動
が
再
開
で
き
る
日
に

備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
行
わ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
令
和
五
年
に
延
期
さ
れ
た
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
兵
庫
県
代

表
と
し
て
出
場
の
予
定
で
す
。
大
会

に
備
え
、
夜
間
練
習
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
は
全

く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

あ
と
二
年
と
迫
っ
た
操
法
大
会
の

準
備
に
は
未
知
の
世
界
な
の
で
気
が

か
り
は
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
解

決
し
て
前
進
あ
る
の
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
播
磨
町
住
民
が
安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
私

た
ち
女
性
分
団
員
が
『
明
る
く
・
無

理
な
く
・
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
』

防
火
・
防
災
啓
発
活
動
を
よ
り
一
層

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
播
磨
町
消
防
団

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
活
動
を
！
』

播
磨
町
消
防
団
女
性
分
団

全国女性消防操法大会に向けて練習しています

西
宮
市
消
防
団
　
　
　
　

和
田
　
平
雄
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